
プール共同利用の検証について 

１ 実施校 

№ 
利用校 

(児童数) 
拠点校 バス台数 バス運行日 

1 
大越小学校 

( 57人) 
原道小学校 中型 1台 

6月 ： 20、22、24、28 
7月 ：  4、 8、12 

2 
志多見小学校 

(118人) 
田ケ谷小学校 大型 1台 

6月 ： 21、28 
7月 ：  5、 7、12 

3 
高柳小学校 

(185人) 
騎西小学校 

大型 1台 
中型 1台 

6月 ： 23、28 
7月 ：  5、 6、 7 

4 
鴻茎小学校 

( 98人) 
種足小学校 大型 1台 

6月 ： 21、23、28 
7月 ：  5、 7、 8 

２ アンケートの概要 

(1) 実施期間  令和 4年 7月 4 日～11日

(2) 対象 利用校 4 校及び拠点校 4 校（計 8校） ※全 8校から回答 

(3) 調査方法  学校ごとに、教員及び児童からの意見や感想をとりまとめ

３ 教員へのアンケート 

(1) 共同利用の良かった点、改善が必要な点

良かった点 改善が必要な点 

① 4名体制で水泳指導を行えたので安心できた。

② 事前準備がしっかりできていたので、安全管理が

徹底できた。

③ バスの利用で涼しく移動でき、熱中症対策になった。

④ 中止の振替に対応していただけて良かった。

① 水泳指導の教員の人数が多くなり、自校が手薄に

なる。

② 猛暑や雷雨、水の事故、交通事故など考えること

が通常より増えて負担が重い。

③ 乗車場所までの徒歩移動に時間がかかる。

④ バスの定員が足りない学年がある。

⑤ 校内でバスの乗降ができない場合、注意が必要。

(2) 感想

① 初めての試みということもあり、打ち合わせることが多く、教員の時

間的負担が大きかった。一方でプールの管理業務が削減され、利用校

は大きな負担軽減となった。

② 移動、着替えで実質 35分位しか入水できない。

③ 1回の水泳指導が体育 2 時間となり、他の教科の時間が削られ、進度

を調整することが必要になり、授業の進め方に工夫が必要。

④ 教育的な視点から、利用校もプール清掃に参加できるように対応でき

るとよい。

⑤ 共同利用に伴うチェックポイントを作成するとよい。

４ 児童へのアンケート【感想】 

 きれいなプールがうれしかった。

 帰るとき、バスの中で休めるのでよかった。

 2時間分で 1 時間分しか入れないのが嫌だ。

 バスが楽しい。

 バス酔いがつらかった。
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